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　　　　　　 あたらしい教育の 課題 と

「持続的可能な開発の ための 教育」との かかわ り

淺川和也

は じめ に

　こ れ まで の よ りよ い教育を求め る さ まざ まな動き に くわ えて 、 2005年

か ら 「国連持続可能な 開発 の た め の 教育 10年 」 が は じま っ た 。持続可能

な 開発 の た め に は 、 人 権 お よび環境 、 開発 、 平和 とい っ た さ まざ まな グ

ロ
ー バ ル な 問題が解決されなければな らな い 。 よ りよ い 未来 には質 の 高

い 教育 を 、 と い う こ と が 国際社会で 基本と され た の で あ る 。 ベ ル ・フ ッ

ク ス をは じめ とす る批判的 に 教育 をすす め る 関係性 の 教育学 もそれ らの

つ と考え られ る 。 そ れ は ホ リス テ ィ ッ ク （全連関的〉で あ り、 過去 ・

現在 ・未来 、 そ して 学校お よび地域 、 家庭 、 職場 、 地方 自治体 、 企業を

よ り深 く結び つ け る もの で あ る 。 あ た らし い 教育 の 創造の ため に 、 さ ま

ざ ま な こ と な っ た 社会的に 関心 を モ）つ 人び とが 協力 し 、 多 くの 人び とが

結集す る こ とが求め られ る 。 またそ れ は 地球と 自分 自身の つ な が りを理

解 し、 生 活 の あ り方も見直す こ とで も あ る 。

　 こ の よ うなあ らたな 教育 の 理論 と実践は 、 ユ ネ ス コ 総会で採択された

国際教育勧告 と して知 られ る 「国際理解 、 国際協力及 び 国際平和 の た め

の 教育並び に 人権及び基本的 自由 に つ い て の 教育 に 関す る 勧告」 （1974）

に さか の ぼ る こ とが で き る 。 20年後 に は 「平和 ・人権 ・民主主義 の ため

の 教育に関する包括的行動計画」 （1995）が策定さ れ て い る 。 ユ ネス コ の

「21世紀教育国際委員会」 にお い て 、 知 る こ との 学習 （Leaming　to  ow ）、

行 う こ との 学習　（Learning　to　do）、 共 に 生 き る こ との 学習 （Learning　to

live）、 人 間 とな る 学習 （Learning　to　be）と い う教育 の 4 つ の 柱が 示 され た

（1997）。 さらに 持続可能 な 開発 の ための 教育は人び と と社会お よび 自然

環境 を統合す る 。 これ らは 人 び と社会 の 関与 を つ く り 、知識 を 行動 に む

すび つ け る ホ リス テ ィ ッ クな価値 へ の 視座と同 じもの と思 わ れ る 。 本稿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 159

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Engaged Pedagogy Association

NII-Electronic Library Service

The 　Engaged 　Pedagogy 　Assoolatlon

で は 、 人権お よび環境、 開発 、平和 と い っ た グ ロ ー バル な課題に関わ る

持続可能な 開発の た め の 教育に つ い て 述べ る 。

人権教育

　人権教育の も とは 、 日本にお い て 、 部落薙別 を な くす こ とに と り くむ

教育で あっ た。 それ は同和教育と して 制度化 され義務づ け られ て い る 。

一
方、時 と して そ の すす め 方は 、映画 を み た り資料 を読ん で 感想 文 を書

くとい うよ うに もの で あ り、 主体的に 人櫂をと らえ て 問題に 気づき行動

で きる ように はな らな い と い うこ とか ら人権教育 にお い て も、参加型 の

手法が提唱されて い る 。 主体的 に 学び は社会的 な 関わ りに よ っ て なされ

る の で あ る 。

　 「人権教育 の ため の 国連 10年」が 1995年よ り20（）z 年まで 世界で とりく

まれ 、 日本で は 「人権教育 お よ び 人権啓発の 推進 に 関す る 法律 （人権教

育 ・啓発推進法）」が 2005年に施行され た 。 家庭や学校 、 地域な どあ らゆ

る場 で 、 ま た職 員へ の 研修 で も と り くむ と されて い る 。 そ の なか で は 「女

性 、 子 ども 、 高齢者 、 障害者 、 同和問題 、 アイ ヌ の 人 々 、 外国人 、 HI

V 感染者等 、 刑 を終 え て 出 所 した 人 々 、犯 罪 被害者 、イ ン ター ネ ッ トに

よ る 人権侵害 、 性的指向 （異性愛 、 同性愛 、 両性愛）、 ホ
ー

ム レス 、 北朝

鮮 当 局 に よ っ て 拉致 され た 被害者 、 性同
一

性障害者」 が 重 点課題 と して

あげ られ て い る 。 また 、人権教育・啓発推進法 に は学習 の 機会 と して 「ボ

ラ ン テ ィ ア な ど社会奉仕体験」 をすすめ る とある が 、ボラ ン テ ィ ア を滅

私奉仕 と して と らえる の で はな く 、 批判的な思考 力にねざす もの に して

い か な けれ ば な らな い 。

磔境 教 育

　日本は 、 1960年代 、 工業化によ っ て水俣病に代表され る 水銀汚染 や大

気汚染な どの 「公害」を経験 した 。 1967年に 「公害対策基本法 」が で き 、

対策がすすめ られ た 。 学校教育で は 『学習指導要領』 をた どる と （文部

科学省 「国 際教育 協 力懇 談会資料」2002）、1964年 に 保健体育で 公害に つ

い て と りあげ られ 、 1977年 に 中学の 社会科や 理 科 で も 、 1978年 に は 高校

の 現代社会や理科 で も環境保全 に つ い て とりあげ られ る よ うに な っ た 。

1990年代 に な る と 『学習指導要領』 にお い て 環境教育が位置 づ き、 1998

年よ りは じ め られ た総合的な学習 の 時間 の 内容 と して 例 示 さ れ て い る 。
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社会教育と して は 1987年に 「第 1回清里環境教育 フ ォ
ー

ラ ム 」が ひ らか

れ た こ とは重要 で あ り 、 そ の 目的は 、 今で は各地 に ある 自然体験 をす す

め る 自然学校 をつ くる と い う こ とで あっ た （日本環境 フ ォ
ー

ラ ム ）。 い わ

ば 、 環境教育の 源流は 自然保護運動や野外活動で あっ た こ とが うかがわ

れ る 。

　国際的 に は 1972年 の 国連人間環境会議、そ して 1975年 の ベ オ グ ラ
ー

ド

会議以降、 環境教育は 意識および知識 、 姿勢 、 技能 、 評価能力 、 参加 を

ふ まえ過程を重視 する と され た （千葉県環境生活部環境政策課 『環境学

習ガイ ドブ ッ ク』 ，
　2002）。 また 1992年の リオデジ ャ ネイ ロ で の 国連環境

開発会議 （環境サ ミ ッ ト）で は ア ジ ェ ン ダ21が合意 され 、 各国政府 お よ

び 自治体は ロ ー カル ア ジ ェ ン ダ 21を策定 し 、 環境問題 に と りくん で い

る 。

　近 年 、 環境教育 の 内容は よ りひ ろ くな っ て い る 。 エ ネル ギー や 資源管

理 、 環境負荷とい っ た内容 もとりあげられ 、 人 口 教育や消費者教育 、 街

づ く り とい っ た社会的課題 もとりくまれ て い る 。 さ らに 環境サ ミ ッ ト以

降 の 10年 目に ひ らか れ た ヨ ハ ネス ブル グ会議 で 嘔 連持続可 能 な 開発 の

た め の 教育の 10年」 が 日本政府か ら提案 されて 実現する こ と にな る 。

開発教育

　開 発 教育 は 、英 国 や カナ ダ 、 他 の ヨ
ー ロ ッ パ の 国 々 で は じめ られ た 。 戦

後 、 ア フ リカ諸国 は植民地 か ら独立 した が 、 内戦 は 深刻な飢餓 をもた ら

した 。 国際救援の 経験か ら、 ア フ リカな ど へ の 国際協力NGO が 支援先

の 状況 に つ い て 理解 をは か る こ とへ の とりくみ が は じま っ た 。 しか し 、

こ の ア フ リカの 貧困 は現在 の 英国や 他 の ヨ
ー

ロ ッ パ の 国 々 な どの 「北」

の 人び と に よっ て 引きお こ され て い る とい う認識に い た る 。 豊 か な社会

は 、「南 」か ら搾取す る こ と に よ っ て な りた っ て お り、 わ た したち の 生活

を変え る こ となしに解決 されな い とい うこ とか ら、 開発教育は南北の 格

差解消およびそ の 理解をは か る こ とを 目的とす る よ うに な る の で あ る 。

日本 で は 、 1982年 に開発教育協議会 が で き、現在 は開発教育協会 として

活 動 し て い る 。

　外務省は 「政府開発援助 （ODA ）大綱 」 を 2003年 に見直した 。
「政

府開発援助 （ODA ＞大綱」 に よ る と ODA の 目的 は 「国際社会 の 平和

と 発 展 に 貢献 し、これ を 通 じて 我が 国 の 安全 と繁栄 の 確保 に資す る こ と」
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で あ る 。 したがっ て ODA は 国益を前提とする の で あ っ て 、 か な らず し

も国 際社会 の ニ
ー

ズ に あ う もの で は な い もの と い え る 。 ま た 平和構築や

テ ロ 対策分野 で の 支援 とい う こ とが人権侵害に つ な が るお それ もあ る と

の NGO か らの 批判が あ る （日本国際ボ ラ ンテ ィ アセ ンタ
ー

，
2003）。

　 ODA と い う とダム や 空港 、 道路建設が 思 い 浮 か ぶ が 、 大綱 の 見直 し

に よ っ て 、外務省お よび関連団体に よ る 教育事業も なされ る よ うにな っ

た 。 開発教育 は 公的 に位置 づ け られ 、 ODA を含む 国際協力へ の 理解を

促進す る も の で ある とと らえ られて お り 、 開発途 上国 の 問題お よ び 日本

との 課題 、 海外支援の 役割な どの た め に教材開発や学校な どへ の 講師派

遣や教員研修 もなされるようにな っ た 。

…
方 、

『学習指導要領 』に は南北

問題 を社会科 で と りあげ る 記述が あ る も の の 、 開発教育は指導要領に位

置つ い て い な い の が現状 で あ る 。 英国 で は 開発教育は よ りよ い 社会へ の

変革へ の 批判的な考 え方 で ある と して い る の だが 、 文部科学省は開発教

育で は な く 、 国際理 解教育を推進する と い う立場を と っ て い る こ とか ら 、

外務省 と文部省の 姿勢の ちが い が うか が われ る 。

平和 教 育

　ア ジ ア で 何千万 人 もの 犠牲を しい た第 2次世界大戦 を経験 し 、 日本は

戦争を放棄す る 日本国憲法を制定 した 。 また教育基本法に は 「世界の 平

和 と人類 の 福祉 に貢献」 す る と され て い る 。
こ の よ うに あ らゆる 教育は

平和 の 実現 の た め で あ る とすれ ば 、日本で 平和教育 を と く に推進す る 法

律 が な い の も理解で きる 。

　 日本 で の 平和教育 は 、お もに 戦争 に関す る歴史認識をつ くる とい うね

らい で な され て き た 。 つ ま り戦争とそ の 悲惨さ に つ い て 教える こ とが平

和教育 で あ っ た の で ある 。 冷戦時 、 米 ソ 問の 緊張 は核戦争の 脅威 を生 み 、

核兵器や軍縮 （非武装〉・
不拡散教育が は じめ られ た 。 1980年に ひ らか れ

たユ ネス コ 軍縮教育世界会議 の 最終文書で は 、 軍縮 ・
不拡散の た め の 教

育の 役割 が提起 され た 。 そ こ で は 平和教育の 課題 を 人権や開発 と と も に

ひ ろ くとらえ 、 よ り想像力 を発揮 し 、 参加 を はか る方法を とる よ う推奨

され た 。 こ の よ うな平和教育 は 日本の 教育者に とっ て あた らしい もの で

あ っ た 。

国連は 2  年 に軍絡 不拡散教育 に 関す る 調査 をお こ な い 、
「軍絡 不

拡散教育 に関す る 国連 の 研究 」 を あ らわ し， 軍縮 ・不 拡散教育へ の と り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 162

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Engaged Pedagogy Association

NII-Electronic Library Service

The 　Engaged 　Pedagogy 　Assoolatlon

くみ をすす め て い る 。 しか し 、 日本 で の 対 応 は 、外務省 に よ る 教員対象

の 軍縮教育セ ミナ ー の 開催が あ る の み で あ り、不十分 で あ る （外務省 「軍

縮 ・不拡散教育」 2005）。

　他方、北米で は よ り現実的 に 社会 や 学校で の 暴力を防止す る の に対立

を解決するた め の 技能を学ぶ 教育 と して 、 平和教育が ひ ろ まっ て い て 、

一
般 に 戦争 に 関す る もの は多くは ない と い うが 、 世界的には ハ

ー グ平和

ア ピ ー ル に よ っ て 、平和 の 文化 を理 解 し実現す る た め に戦 争 をな くす た

めの 学習 も提唱され て い る （ベ テ ィ
・リア ドン他 ， 2000）。 日本で は 歴史

的には戦争 を教え る こ とが平和教育の 源流で あ っ た が 、 よ り包括的な も

の へ とひ ろ が り 、 近年 で は 、先駆的 に暴力を防 ぐた め の 実践をお こな っ

て い る 学校もあ る 。

持続可 能な開 発 の た め の 教育

　2005年か ら 「国連持続可能な 開発 の た め の 教育 10年 」 が は じま っ た 。

リオデジ ャ ネイロ の 環境会議か ら10年後 の ヨ ハ ネス ブルグで の 国連会議

で き め られ た もの で あ る 。 国際的な と り くみ の 推進組織 はユ ネス コ で あ

る が、日本で は環境省と文部科学省 、 外務省 の 所轄 となる 。 民 間で は 「国

連持続可能な開発の た め の 教育 10年」が決め られ た リオデジ ャ ネイ ロ 会

議 に む けた準備やそ の 後 の と り くみ か ら 「持続可能 な 開発 の ため の 教育

の 10年 推進 会議 （ESD − J ）」 が つ く られ 活 動 を して い る 。

　 日本で は 「環境の 保全 の た め の 意欲 の 増進及び環境教育の 推進に関す

る法律」 が で き 、 2004年 に 「環境保全 の 意欲 の 増進及び環境教育 の 推進

に関す る基本的な方針」が だ され た 。 そ の な か で 将来の 世代 へ の 長期的

な 視点 、 地球 の 生態系 とつ な が り を深 め る 社会 ・ 文化 、 持続可能なあた

ら しい 発展 、 参加 ・ 協力 と い っ た点が示 され 、学校や地域 、社会な どで 、

ま た企 業や職場で 環境教育 を すす め る と して い る 。 ま た そ の た め に 人材

育成が 重視され 、 指導者育成 、 資料や 研修拠点 の 整備 、 連携 、 情報交流

をすす め る こ とな どに と り くむ と され て い る 。 持続可能な 開発の た め の

教育は普遍的な価値 に もとづ き 、 批判的な問題解決に と り くむ 。 そ の 方

法 は 学習者中心 で 、 多く の こ とな っ た 技能 を用 い 、 育む もの で あ る 。 さ

ま ざ まな領域にお い て 、 学習者主体に よ る多様な学習方法に よ りすすめ

る の で あ る 。

　持続 可 能 な 開発 の た め の 教育 は 、 こ れ まで の 人 権お よ び環境 、開発教

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 163

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Engaged Pedagogy Association

NII-Electronic Library Service

The 　Engaged 　Pedagogy 　Assoolatlon

育 、 平和教育の 課 題 とも一 致 して い る 。 また こ れ らは 「極度 の 貧困 と飢

餓 の 撲滅 、 普遍的初等教育の 達成 、 ジ ェ ン ダ
ー

の 平等の 推進 と 女性の 地

位 向上 、 乳幼児 死亡 率 の 削減 、 妊産婦の 健康 の 改善 、 HIV ／ エ イ ズ 、 マ

ラ リア 、 そ の 他の 疾病の 蔓延防止 、 環境 の 持続可能性の 確保 、 開発の た

め の グロ ー バ ル ・ パ ー トナ
ー

シ ッ プの 推進」 とい う国連の ミ レニ ア ム 開

発 目標 と密接 に 関連して い る 。

ま と め

　人権お よ び環境、開発、平和に 関す る 教育 は こ とな っ て と り く まれ て

き た 。 し か し 、 地球規模 の さ まざま な 問題 は 相互 に 連関 し て お り 、 よ り

複雑 に なっ て い る の で 、 よ り多角的な と り くみ が必要で あ る 。 人権 およ

び環境 、 開発 、 平和教育は 同 じよ うな方向性を も っ て い る 。 人 び とが 主

体的 に 参加 し 、 多様性 を尊重 し 、 可 能性をひ きだす とい う共通 の 目標を

も ち 、 さ まざ まな 教育がな され て い る 。 そ の 中心 とな る の は 、 関係性 の

教育学が 目指す 、 人び とが社会 に関与す る とい う こ とで ある 。
「国連持続

可 能 な 開発 の た め の 教育 10年 」 は 、 こ れ まで の 人権お よ び 環境 、 平和、

開発と い っ た 領域に 関わ る 人び と とが協同し 、 学校と社会をむすび 、 未

来 の ため に よ りよい 社会 をっ くる教育の よ い 契機で ある と期待 して い る 。
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